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新型コロナウイルス拡大が大きく進む中、熊本

県では、県独自の緊急事態宣言が発出されました。 

本校でも、これを受けて、１月２３日（土）に予

定をしていました学習発表会は、中止することに

しました。保護者の皆様をお呼びして万が一にも

クラスター等が発生してならないと考え、中止に

至りました。 

しかし、子どもたちは、学習発表会に向けて準備

していましたので、各学級での発表は、行うことに

します。参観者なしで、子どもたちだけで行うこと

になりますが、その様子は、ビデオに収め、Ｄ

ＶＤでお配りできればと考えています。 

これからも、お子様の毎朝の検温、健康観察、

マスク着用、手洗い・消毒、３密を避ける、不

要不急の外出をひかえる等ご協力をお願いし

ます。もし、お子様及びご家族が感染されたり、

ＰＣＲ検査を受けられたり、濃厚接触者とな

られた場合は必ず早めに学校まで連絡をお願

いします。 

 

 

５月２２日の早朝に焼失した体育倉庫でしたが、いよ

いよ新しい体育倉庫の建設が始まりました。 

基礎工事が行われています。鉄筋が配置され、コンクリ

ートで固められました。 

もともとあった２つの体育倉庫を１つにします。大き

く頑丈なつくりとなる予定です。 

完成が待ち遠しいですね。 

大津町立大津東小学校 
校長 武藤 将司 

２年生の発表に向けての練習風景 

１年生の発表に向けての練習風景 

新しい体育倉庫の基礎工事 



１月１０日（日）に、大津東小学校の学校

田（コメコメランド）で、どんどやが行われ

ました。内村勇治さんをはじめ有志の方々

で実施されました。毎年恒例のどんどや、準

備から当日まで大変ありがとうございまし

た。どんどやは、地域ごとの呼び名の中に左

義長(さぎちょう)というものがあり、実はこ

れがどんど焼きの始まりとも言われていま

す。 

左義長とはもともと平安時代の宮中行事で、

正月 15 日の夜に正月飾りや御札などを炊き

上げるものでした。 

青竹を束ね毬杖(ぎっちょう)3 本結び、その

上に扇子や短冊などを添えて、陰陽師が謳い、

はやしながら焼いていたとのことだそうです。

これが民間にも広く伝わり、今のどんど焼きに

至るという説があります。鬼火だきという地域

もあります。 

 

 

 

 

 

 

 

昨年末の冬休みから工事に入り、保健室にはシャワー室が設置されました。ケガなどの

応急処置のために、素早い対応ができるようになります。 

また、１階の東側児童トイレも改修工事が行われています。児童昇降口近くのトイレで

す。こちらは、２月中旬には完成予定です。きれいなトイレが使えるのが楽しみです。 

どんどやに集まった方々の記念撮影 

保健室にシャワー室が設置 １Ｆ東側児童トイレ改修工事 １Ｆ東側児童トイレ改修工事 

 

どんどやの様子 


